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④
非
常
食
、
日
用
品
、
寝
具
等
の
市
全

体
で
の
対
応
は

◆
総
務
部
長

　

非
常
時
の
食
料
は
、
発
災
後
３
日
程

度
で
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
人
口
の

１
割
が
３
日
間
避
難
所
で
過
ご
せ
る
分

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
毛
布
な
ど
も
準

備
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
も
３
日
程

度
の
非
常
食
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
災
害
地
域
か
ら
の
情
報
に
対
す
る
体

制
整
備
は

◆
総
務
部
長

　

各
振
興
事
務
所
と
は
、
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
会
話
と
同
時
に
映
像

が
見
え
る
の
で
、
状
況
が
よ
く
わ
か
り

役
立
っ
て
い
ま
す
。
災
害
現
場
と
は
、

携
帯
電
話
な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑥
指
定
避
難
所
の
安
全
性
（
耐
震
性
）
と

今
後
の
対
応
は

◆
総
務
部
長

　

大
き
な
避
難
所
で
あ
る
学
校
施
設
や

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
に
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
耐
震
性
の
な
い

避
難
施
設
も
あ
る
の
で
、
そ
の
地
域
内

で
適
切
な
施
設
が
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

⑦
災
害
時
に
お
け
る
支
援
団
体
等
の
対

応
は

◆
総
務
部
長

　

現
在
、
20
を
超
え
る
各
種
業
界
団
体

と
災
害
時
の
支
援
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定

書
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
被

災
し
た
場
合
は
お
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
福
祉
部
長

　

今
回
の
条
例
整
備
は
、
子
ど
も
子
育

て
支
援
新
制
度
施
行
に
向
け
た
準
備
と

な
り
ま
す
。
今
回
の
条
例
案
は
、
市
の

保
育
実
施
責
任
を
示
す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
な
ど
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
子
育
て
世
帯
が
希
望
す
る

保
育
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
今
年
度
策
定
す
る
計
画
の

中
に
盛
り
込
み
、
そ
の
確
保
を
行
う
よ

う
進
め
て
い
ま
す
。

②
保
育
認
定
制
度
は
、
保
育
時
間
や
保

育
内
容
も
認
定
次
第
と
な
り
保
育
格
差

が
生
じ
ま
す
。
法
で
は
３
歳
児
か
ら
の

保
育
認
定
が
、
１
ヶ
月
48
～
64
時
間
と

な
っ
て
い
る
の
に
、
64
時
間
と
し
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

◆
福
祉
部
長

　

す
べ
て
の
お
子
さ
ん
に
影
響
す
る
教

育
時
間
は
、
国
は
こ
の
教
育
時
間
を
４

時
間
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
ク
ラ

ス
保
育
時
間
を
基
本
と
し
て
、
現
状
と

大
き
く
か
け
離
れ
な
い
よ
う
平
等
性
の

確
保
を
図
る
た
め
で
す
。

③
下
呂
市
の
将
来
に
わ
た
る
保
育
園
ビ

ジ
ョ
ン
と
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

◆
福
祉
部
長

　

現
在
、
検
討
中
で
は
あ
り
ま
す
が
幼

児
の
教
育
ニ
ー
ズ
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
29
年
度
ま
で
に
、
利
用
定
員
60
人

以
上
の
施
設
を
保
育
所
型
認
定
子
ど
も

園
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
「
防
災
・
減
災
」
に
対
す
る
対
応

策
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
対
す
る
対
応
と

県
へ
の
要
望
は

◆
総
務
部
長

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
危
険
個
所
の

確
認
や
避
難
経
路
の
検
討
を
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
防
災
訓
練
な
ど
の
機
会

を
通
じ
活
用
さ
れ
る
よ
う
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。

　

毎
年
、
県
に
は
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
な
か
な

か
整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
今
後
も

引
き
続
き
、
建
設
部
と
共
に
下
呂
土
木

事
務
所
を
通
じ
て
要
望
し
ま
す
。

②
深
夜
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
・
洪
水

警
報
発
令
時
の
対
応
は

◆
総
務
部
長

　

警
報
発
令
時
な
ど
の
対
応
は
、
休
日

夜
間
関
係
な
く
職
員
が
参
集
し
、
状
況

に
応
じ
た
体
制
を
取
り
ま
す
。

③
避
難
所
と
し
て
の
学
校
・
保
育
園
の

使
用
と
施
設
の
鍵
の
保
管
管
理
は

◆
総
務
部
長

　

学
校
・
保
育
園
と
も
個
人
情
報
管
理

の
観
点
も
あ
り
、
鍵
の
管
理
が
課
題
で

す
。
緊
急
時
の
対
応
が
必
要
な
の
で
、

今
後
、
鍵
の
管
理
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
拡
充
を

　

現
状
の
生
活
支
援
の
一
時
金
貸
付
制

度
は
、
相
談
件
数
１
３
０
件
超
に
対
し
、

実
績
は
12
％
程
度
と
非
常
に
狭
き
門
と

な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
実
情
に
即
し

た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

来
年
度
か
ら
実
施
の
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
の
相
談
窓
口
の
対
応
は

◆
福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
緊
急
援
護

支
援
貸
付
制
度
は
、
財
源
が
社
協
の
会

費
等
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
滞
納
が
多
い

現
状
で
は
審
査
が
厳
し
く
な
る
傾
向
に

な
り
ま
す
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
相
談
窓
口
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
委
託
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

は
ま
ず
必
須
事
業
の
み
を
実
施
し
ま
す
。

保
育
に
対
す
る
市
の
責
任
は

　

市
が
保
育
実
施
に
責
任
を
持
つ
保
育

園
か
ら
直
接
契
約
施
設
と
な
る
認
定
子

ど
も
園
へ
の
移
行
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

①
新
制
度
に
お
け
る
「
認
定
子
ど
も
園
」

は
、
従
来
か
ら
の
保
育
園
と
違
い
、
市

の
保
育
実
施
責
任
が
あ
い
ま
い
で
す
。

新
市
条
例
に
は
、
市
の
保
育
実
施
責
任

が
、
き
ち
ん
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

今 井 政 良 議 員

２　番

吾 郷 孝 枝 議 員
11　番

（日本共産党）
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う
い
っ
た
芽
を
大
切
に
育
て
、
医
師
と

患
者
が
相
互
に
信
頼
し
あ
え
る
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

下
呂
市
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

◆
教
育
長

　

小
中
学
校
で
は
、
一
人
一
人
の
命
を

守
り
き
る
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

と
、
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
重
点
と

し
て
「
命
を
守
る
訓
練
」
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
訓
練
の
参
加
を
通
し
て
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
態
度
を
育
成
し
て

い
ま
す
。

　

年
間
、
３
回
以
上
の
命
を
守
る
訓
練

を
行
い
、
実
際
に
災
害
が
起
き
た
場
合

に
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
か

を
考
え
さ
せ
る
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
の
協
力
を
得
て
、
災

害
時
に
児
童
生
徒
の
ス
ム
ー
ズ
な
送
迎

が
で
き
る
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
継
続
し
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

を
策
定
す
る
方
針
で
す
。
将
来
に
つ
な

が
る
森
林
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
県
で
は
今
年
度
の
間
伐
量
が
約
１
，

１
０
０
ha
程
の
計
画
と
聞
い
て
い
る
が

森
林
組
合
が
実
施
す
る
間
伐
事
業
の
補

助
金
の
関
係
は

◆
農
林
部
長

　

森
林
組
合
が
間
伐
作
業
を
行
う
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
、
森
林
所
有
者
か
ら

森
林
管
理
の
委
託
を
受
け
て
、
森
林
組

合
が
森
林
経
営
計
画
を
立
て
間
伐
を
行

い
、
間
伐
の
事
業
主
体
と
し
て
補
助
金

を
直
接
受
け
と
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林

所
有
者
が
森
林
経
営
計
画
を
立
て
、
間

伐
の
仕
事
だ
け
を
森
林
組
合
が
請
け
負

う
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
森
林
所

有
者
が
補
助
金
を
受
け
取
り
ま
す
。

④
中
部
地
方
で
相
次
い
で
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
木
屑
等
を
使
っ
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
の
構
想
と
考

え
方
を
伺
う
。

◆
農
林
部
長

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
が
稼
働

す
れ
ば
、
周
辺
地
域
の
木
材
需
要
が
増

え
ま
す
。
工
場
で
働
く
人
や
木
材
供
給

関
係
の
雇
用
も
増
え
ま
す
し
、
対
外
的

に
も
エ
コ
に
取
り
組
む
下
呂
市
を
売
り

込
む
施
設
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
稼

働
後
は
絶
え
間
な
く
木
材
供
給
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
状
の
原
木
の
供

給
体
制
や
市
の
財
政
状
況
を
考
え
ま
す

と
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
取
り
組

む
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

里
山
資
本
主
義
の
理
念
を
踏
ま
え
た

下
呂
市
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

◆
市　

長

　

昔
営
ん
だ
生
活
が
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
昔
の
よ
う
な
生
活
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
中
、
現
状
を
危
惧
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
先
日
、
豊
か
な
自
然
や

農
林
水
産
物
な
ど
多
く
の
資
源
を
有
効

活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
お

う
と
南
ひ
だ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
地
域
で
の
活
動
が
益
々
活
発
化
し
、

新
し
い
産
業
の
創
出
に
つ
な
が
る
事
に

大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
存
続
の
た
め
に

患
者
・
医
師
と
の
よ
り
良
い
共
存
を

◆
健
康
医
療
部
長

　

定
期
的
に
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
金
山
病
院
を
支

え
る
団
体
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め

の
活
動
を
広
げ
た
い
と
相
談
に
来
ら
れ

る
市
民
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
市
民
活
動

が
徐
々
に
芽
生
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

  

「
林
業
に
学
ぶ
」

下
呂
市
の
林
業
を
立
て
直
す
に
は

①
全
国
各
地
で
局
地
的
豪
雨
に
伴
う
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
と
今
後
の
間
伐
を
進

め
る
方
法
は

◆
農
林
部
長

　

森
林
に
は
山
地
災
害
を
防
止
す
る
機

能
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
間
伐
を
行
う

な
ど
、
健
全
な
森
林
育
成
が
必
要
で
す
。

間
伐
に
は
市
や
県
の
事
業
が
活
用
で
き

ま
す
の
で
、
各
地
区
で
開
か
れ
る
造
成

組
合
な
ど
の
会
議
で
説
明
し
、
健
全
な

森
林
育
成
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

②
下
呂
市
は
92
％
が
森
林
で
あ
る
。
森
林

が
荒
廃
す
る
前
に
持
続
可
能
な
森
林
づ

く
り
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

山
と
賢
く
共
生
す
る
道
は
あ
る
の
か
。

◆
農
林
部
長

　

市
が
目
指
す
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
「
植
え
て
、
育
て
て
、
伐
っ
て
使
い
、

ま
た
植
え
る
」
と
い
う
循
環
が
、ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。
近
年
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機

能
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
し
、

県
で
も
「
森
林
づ
く
り
１
０
０
年
構
想
」

服 部 秀 洋 議 員
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中 野 憲 太 郎 議 員
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